
　
茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取と

り

手で

中
・
高
校
は
、
１

学
年
の
生
徒
数
が
４
０
０
人
を
超
え
る
大
規
模
校
だ
。

高
校
で
は
、
普
通
科
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
国
公
立
大
学

医
学
部
を
目
指
す
医
科
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
高
い
志

と
倫
理
観
を
持
っ
た
医
師
志
望
者
の
育
成
を
図
っ
て
お

り
、
旧
帝
大
を
始
め
と
す
る
最
難
関
国
立
大
学
や
医
学

部
へ
の
合
格
者
を
毎
年
送
り
出
し
て
い
る
。
一
方
で
、

探
究
的
な
ス
キ
ル
を
十
分
に
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
生
徒
を
主
役
と
す
る
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
よ
う
と
、
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
も
視

「誠実・謙虚・努力」を校訓、「心
豊かなリーダーの育成」を教育
理念とし、国際社会で活躍でき
る人材の育成を目指す。２０１４年
度に小学校を開校し、茨城県初
の１２年一貫教育校となった。短
期留学や異文化交流など国際理
解教育にも力を入れている。

設立 １９７８（昭和５３）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約 420 人

２０１７年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、
筑波大、東京大、東京医科歯科大、東京工業大、一橋大、名古屋大、
京都大、大阪大、九州大などに 121 人が合格。私立大は、慶應義塾大、
上智大、明治大、立教大、早稲田大などに延べ 943 人が合格。

住所 〒 302ー 0025　茨城県取手市西 1ー37ー1

電話 0297ー74ー8771

Web site http://www.e-t.ed.jp

No.240

P R O F I L E

探
究
的
な
学
び
の
場
を
設
け
、

主
体
的
な
学
習
集
団
の
形
成
を
図
る

理
数
融
合
型
の
協
働
学
習

「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」で
、

生
徒
の
深
い
学
び
を
実
現

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取と

り

手で

中
・
高
校

理
数
教
育

変革のステップ

• 高い進学実績を実現している半面、探究的な学び
の場を思うように設けられていなかった

背景と課題

実践内容

• 外部のコンテストに積極的に挑戦し、受賞する生
徒が増加

•医師にこだわらず、柔軟で幅広い進路選択を行う
生徒が現れた

• 若手教師の指導改善への意欲が向上

•「メディカルサイエンス」の成果を学校全体で共有し、
普通科コースでも取り組みを充実させていく予定

成果と展望

•学校設定科目「メディカルサイエンス」の設置
　医科コースに、理数融合的な学びに特化した学校
設定科目「メディカルサイエンス」を設置し、物理・
化学・生物の実験や医療倫理に関する生徒同士の
話し合いを行う

•ルーブリックの作成　生徒の探究的な活動を客観
的に評価するためのルーブリックを作成し、「メディ
カルサイエンス」で活用
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野
に
入
れ
、
指
導
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。
教
務
部
長

の
平
野
雄ゆ

う

広こ
う

先
生
は
、
そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
学
問
の
本
質
に
関
心
が
高
ま
る
と
、生
徒
は
『
何

の
た
め
に
学
ぶ
の
か
』
が
見
え
て
く
る
の
で
、
学
習

意
欲
が
高
ま
り
、
学
力
も
向
上
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
、
最
難
関
の
志
望
の
実
現
に
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
入
学
後
の
学
び
に
も
生
き

て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
生
徒
同
士
が
知
的
好

奇
心
を
刺
激
し
合
い
、
主
体
的
に
学
び
を
深
め
て
い

く
環
境
を
整
備
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
ま
ず
は
生
徒
数
の
少
な
い
医
科
コ
ー
ス
か
ら
指
導
改

善
に
着
手
す
る
こ
と
に
し
、
２
０
１
７
年
度
に
は
、
医

科
コ
ー
ス
に
週
１
コ
マ
の
学
校
設
定
科
目
「
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
設
置
し
た
（
図
１
）。
次
期
学
習

指
導
要
領
で
新
設
さ
れ
る
選
択
科
目
「
理
数
探
究
」
を

先
取
り
し
て
、
理
数
融
合
的
な
学
び
に
特
化
し
た
学
校

設
定
教
科
「
理
数
科
」
を
設
置
し
、
そ
の
１
科
目
と
位

置
づ
け
た
。
初
年
度
は
「
科
学
実
験
」
と
「
医
療
問
題
」

と
い
う
２
つ
の
講
座
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
科
学
実
験
」
は
、
学
年
縦
割
り
の
協
働
学
習
だ
。

発
展
的
な
テ
ー
マ
の
下
、
１
年
生
と
３
年
生
が
生
物
、

１
年
生
と
２
年
生
が
物
理
、
２
年
生
と
３
年
生
が
化
学

の
実
験
に
、
合
同
で
取
り
組
む
。
例
え
ば
、
物
理
で
は
、

振
り
子
の
周
期
を
測
定
し
、
重
力
加
速
度
を
求
め
る
実

験
、
化
学
で
は
、
正
体
不
明
の
白
い
粉
を
与
え
、
そ
の

成
分
を
試
薬
を
用
い
て
突
き
止
め
る
実
験
な
ど
を
行

う
。
生
徒
自
身
の
創
意
工
夫
や
試
行
錯
誤
を
促
し
た
い

と
、
教
師
は
原
則
と
し
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
徹
し
、

上
級
生
が
下
級
生
に
実
験
の
手
順
や
機
器
の
扱
い
方
な

ど
を
教
え
な
が
ら
進
め
る
。
実
験
に
よ
っ
て
は
、
結
果

を
分
析
・
考
察
す
る
際
に
、
標
準
偏
差
や
標
準
誤
差
と

い
っ
た
統
計
学
の
基
礎
を
学
び
、
誤
差
が
生
じ
る
原
因

を
探
っ
て
精
度
を
上
げ
る
方
法
な
ど
を
話
し
合
う
。

　「
医
療
問
題
」
は
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
の
石
原
研

治
教
授
の
協
力
の
下
、
再
生
医
療
に
つ
い
て
考
え
る
講

座
だ
。
ま
ず
、
石
原
教
授
か
ら
最
先
端
の
研
究
成
果
や

医
療
倫
理
に
か
か
わ
る
講
義
を
受
け
る
。
次
に
、
教
授

が
示
す
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
て
、
豚
の
体
内
で
人
間

移
植
用
の
肝
臓
を
つ
く
る
の
は
是
か
非
か
」
と
い
っ
た

正
解
の
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
話
し
合
う
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を
ク
ラ
ス
で
発
表

し
て
代
表
グ
ル
ー
プ
を
選
抜
し
、
代
表
グ
ル
ー
プ
が
学

年
全
体
を
前
に
発
表
す
る
場
を
設
け
て
い
る
。
こ
う
し

た
「
講
義
→
グ
ル
ー
プ
討
議
→
発
表
」
と
い
う
流
れ
を
、

１
年
間
に
９
セ
ッ
ト
繰
り
返
す
。

　
企
画
段
階
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
培
養
と
い
っ
た
先

進
的
な
実
験
を
行
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
提
案
さ
れ
た

が
、
そ
う
し
た
知
識
・
技
術
の
習
得
よ
り
も
、
生
徒
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
な
が
ら
、
倫
理
観

を
高
め
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
た
。
医
科
コ
ー
ス
長
の

兼か
ね

龍り
ゅ
う

盛せ
い

先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
細
胞
を
培
養
し
て
蛍
光
顕
微
鏡
で
光
ら
せ
る
と

い
っ
た
実
験
を
行
え
ば
、
生
徒
は
盛
り
上
が
る
か
も

「メディカルサイエンス」の概念図図１

正
解
の
な
い
テ
ー
マ
を
探
究
し
、

医
療
の
課
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
う

メディカルサイエンス

チュートリアル
医科コースの全学年の生徒が合同で取
り組む課外活動。学年混合のグループ
を編成し、医療倫理について話し合う。

◎医療問題
「講義→討議→発
表」を繰り返し、再
生医療について考え
を深める。

◎科学実験
物理・化学・生物の
発展的な内容の実
験に、他学年の生徒
と協働で取り組む。

◎医療統計
「科学実験」のデー
タ分析を通して、数
値を正確に読み解く
力を育む。

◎科学英語
「医療問題」などで、
発表内容を英語で要
約したり、英語の論
文を読んだりする。

理数融合講座
部活動に加入していない全コースの生
徒を対象として隔週土曜日に行う、理
科と数学の発展的な内容を学ぶ講座。

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取
手
中
・
高
校

熊
代

　淳
　く
ま
し
ろ
・
あ
つ
し

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
進
路
指

導
部
副
部
長
。「
生
徒
に
寄
り
添
い
、
生
徒
と
と
も

に
成
長
し
続
け
、
夢
を
共
有
し
て
実
現
さ
せ
る
」

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取
手
中
・
高
校

兼
　龍
盛
　か
ね
・
り
ゅ
う
せ
い

教
職
歴
21
年
。同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。医
科
コ
ー

ス
長
。「
難
し
い
こ
と
を
易
し
く
、
易
し
い
こ
と
を

深
く
、
深
い
こ
と
を
面
白
く
、
真
面
目
に
教
え
る
」

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取
手
中
・
高
校

平
野
雄
広
　ひ
ら
の
・
ゆ
う
こ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
教
務
部

長
。「
生
徒
に
敬
意
を
払
い
、
紳
士
・
淑
女
と
し
て

扱
い
、
高
潔
な
精
神
を
宿
す
人
間
を
育
て
る
」

＊同校の資料を基に編集部で作成

 December  201733

Q7-376-000 2017 年度 VIEW21 高校版 12 月号 32 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/20
桑田 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−Q7-376-000 2017 年度 VIEW21 高校版 12 月号 33 頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校

11/20
桑田 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P32-35_view21koukou-12g.indd   33 17/11/20   15:27



し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
根
本
的
な
原
理
を
理
解
し

な
い
ま
ま
手
を
動
か
し
て
い
て
も
、
単
な
る
イ
ベ
ン

ト
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
医
療
の
専
門
家

に
な
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
、
多
様
な
意
見
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、自
分
な
り
の
考
え
を
持
ち
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
と
相
手
に
伝
え
ら
れ
る
力
を
育
成

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
方
針
の
背
景
に
は
、
開
校
以
来
の
心
を
重

視
す
る
教
育
が
あ
る
と
、
進
路
指
導
部
副
部
長
の
熊く

ま

代し
ろ

淳あ
つ
し

先
生
は
語
る
。

　「
目
の
前
の
成
果
を
求
め
る
よ
り
も
、
自
分
の
核

と
な
る
も
の
を
高
校
時
代
に
育
て
る
こ
と
で
、
５
年

後
、
10
年
後
に
大
き
く
花
開
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
進
学
校
で
あ
っ
て
も
受
験
勉
強
一
辺
倒
に

な
ら
ず
、『
心
豊
か
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
』
と
い
う

教
育
理
念
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

以
前
か
ら
行
っ
て
い
る
２
つ
の
取
り
組
み
を
基
に
し
て

策
定
さ
れ
た
。
１
つ
は
、
教
師
有
志
が
15
年
度
か
ら
始

め
た
「
理
数
融
合
講
座
」
だ
。
部
活
動
に
加
入
し
て
い

な
い
全
コ
ー
ス
の
生
徒
を
対
象
に
、
理
科
と
数
学
の
各

90
分
間
の
講
座
を
隔
週
土
曜
日
の
午
後
に
設
け
、
両
教

科
の
見
方
・
考
え
方
を
組
み
合
わ
せ
た
、
複
合
的
な
内

容
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
１
コ
マ
目
の
化
学

で
分
子
の
構
造
を
学
ぶ
と
、
２
コ
マ
目
の
数
学
で
は
正

多
面
体
の
原
理
に
つ
い
て
模
型
を
作
り
な
が
ら
考
え

る
。
講
座
を
続
け
る
中
で
内
容
が
充
実
し
て
い
く
と
と

も
に
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
積
み
上
が
っ
た
た
め
、
こ

れ
を
「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
「
科
学
実
験
」

に
応
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
も
う
１
つ
は
、
医
科
コ
ー
ス
が
夏
季
休
業
期
間
に
２

日
間
設
け
て
い
る
課
外
活
動
「
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
」
だ
。

再
生
医
療
に
か
か
わ
る
映
画
を
見
た
り
、
現
役
の
医
師

に
よ
る
講
演
を
聴
い
た
り
し
た
後
、
学
年
混
合
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
話
し

合
う
（
写
真
１
）。
こ
れ
は
、「
科
学
実
験
」「
医
療
問
題
」

両
方
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
３
年
生
は
１
・
２
年
生
か
ら
意
見
を
引
き
出
す
役
割

を
担
い
、
話
し
合
い
の
進
捗
や
テ
ー
マ
の
設
定
状
況
な

ど
を
２
時
間
ご
と
に
教
師
に
報
告
。
教
師
は
そ
れ
を
受

け
、
話
し
合
い
の
方
向
性
が
定
ま
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
。
ま
た
、
生
徒
が
話
し
合
い
や
発
表
に
つ
い
て
相

談
し
た
り
、
講
評
を
受
け
た
り
で
き
る
よ
う
、
医
学
部

に
進
学
し
た
卒
業
生
数
人
を
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
招
い

て
い
る
。
医
師
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
卒
業
生
の
姿
を

見
て
、
生
徒
に
将
来
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　
16
年
度
に
は
、
兄
姉
に
臓
器
を
移
植
で
き
る
よ
う
、

遺
伝
子
操
作
を
さ
れ
て
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
、
い
わ

ゆ
る
「
救
世
主
ベ
ビ
ー
」
の
人
生
を
描
い
た
映
画
を
上

映
。「
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
倫
理
上
許
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」「
人
命
の
救
済

と
は
何
か
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
各
グ
ル
ー
プ
が
挑
ん

だ
。
１
年
生
は
、グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
、話
し
合
っ

た
内
容
を
発
表
し
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
と
の
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
１
年
生
が
し
っ
か
り
受
け
答
え
が
で
き
る

よ
う
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
上
級
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

は
熱
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
。

　「
１
年
生
は
、
上
級
生
の
熱
心
さ
に
触
れ
、『
来
年

は
自
分
も
下
級
生
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
』
と
感
じ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
次
学
年
へ
の

伝
承
を
『
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
』
に
も
生
か
し

た
い
と
、『
科
学
実
験
』
を
学
年
縦
割
り
で
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
」（
兼
先
生
）

　「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
取
り
組
み
へ
の
評

価
に
は
、
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
い
る
。
数

学
と
理
科
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
発
表
用
と
レ
ポ
ー

ト
用
の
２
種
類
を
作
成
し
て
い
る
。
発
表
用
は
「
発
表

の
説
得
力
」「
表
現
の
工
夫
」
な
ど
の
５
項
目（
図
２
）、

上
級
生
の
姿
か
ら
刺
激
を
受
け
、

学
び
を
深
め
て
い
く
下
級
生

写真１　「チュートリアル」では、医科コースの全学年
の生徒が、十数人ずつ６〜７グループに分かれて話し
合う。その進め方は様々だが、班長を務める３年生は
黒板に主要な論点やメンバーから出された意見などを
書き出し、話し合いの深化を図ることが多い。

学
校
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で

公
平
か
つ
客
観
的
な
評
価
を
実
現
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レ
ポ
ー
ト
用
は
「
実
験
（
授
業
）
へ
の
積
極
的
参
加
」

な
ど
の
３
項
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
段
階

で
評
価
し
、
１
０
０
点
満
点
に
換
算
す
る
。
こ
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
は
、
兼
先
生
の
主
導
の
下
、「
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
と
は
何
か
」
を
調
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
専
門
書

や
関
係
す
る
学
会
の
資
料
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
医
科

コ
ー
ス
の
教
師
間
で
合
議
を
重
ね
、
形
に
し
て
い
っ
た
。

そ
の
際
、
表
現
や
基
準
を
少
し
変
え
れ
ば
普
通
科
コ
ー

ス
で
も
使
え
る
も
の
に
な
る
よ
う
意
識
し
た
と
い
う
。

　「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
は
、
我
々
に
と
っ
て
は

教
材
研
究
の
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
に
と
っ
て

は
評
価
に
直
結
し
ま
す
。
ど
の
先
生
で
も
普
遍
的
・

客
観
的
に
評
価
で
き
る
も
の
に
し
た
い
と
、
ゼ
ロ
か

ら
検
討
を
進
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
普
通
科
コ
ー
ス

で
も
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』（
以
下
、『
総
合
学

習
』）な
ど
の
評
価
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
」（
兼

先
生
）

　
同
校
の
指
導
改
善
は
、
着
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
。

最
も
大
き
な
変
化
は
、
医
科
コ
ー
ス
か
ら
外
部
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
場
す
る
生
徒
の
増
加
だ
。
多
く
の
生
徒
が

決
勝
に
進
出
し
た
り
、
受
賞
し
た
り
す
る
な
ど
、
目
覚

ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
17
年
度
の
「
化

学
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
７（
＊
１
）」の
校
内
予
選
で
は
、

前
年
度
に
同
グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
加
し
た
３
年
生
が
下
級

生
の
た
め
に
、
自
主
的
に
予
選
の
試
験
問
題
を
作
成
し
、

採
点
ま
で
行
っ
た
。
全
学
年
合
同
で
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
上
級
生
が
下
級
生
の
よ
い
手
本
と
な
る
べ
き
だ

と
い
う
意
識
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
生
徒
の
進
路
意
識
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
16
年
度
卒

業
生
の
中
に
は
、
医
師
免
許
を
取
得
し
て
厚
生
労
働
省

に
入
り
、
医
療
行
政
の
変
革
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う

生
徒
も
現
れ
た
。
医
療
の
根
源
的
な
課
題
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
結
果
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　「
医
学
部
卒
業
後
の
進
路
と
い
う
と
、
生
徒
は
医

師
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
研
究
や
医

療
行
政
な
ど
、
活
躍
の
場
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る

こ
と
で
、
将
来
の
可
能
性
も
多
様
に
な
る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
」（
兼
先
生
）

　
生
徒
の
変
化
に
伴
い
、
教
師
に
も
積
極
性
が
出
て
き

た
。
特
に
若
手
教
師
が
「
理
数
融
合
講
座
」
に
率
先
し

て
参
加
し
、
発
展
的
な
内
容
の
指
導
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
。

　「
学
校
を
一
気
に
変
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
た

め
、
小
さ
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
。

少
し
ず
つ
成
果
を
上
げ
な
が
ら
、
次
第
に
改
善
の
範

囲
を
広
げ
、
学
校
全
体
に
波
及
さ
せ
て
い
く
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
本
校
の
よ
う
な
大
規
模
校
に
は
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
熊
代
先
生
）

　
今
後
の
課
題
は
、「
総
合
学
習
」
の
改
善
だ
。
現
在
、

２
年
次
以
降
に
普
通
科
コ
ー
ス
か
ら
分
か
れ
る
東
大

コ
ー
ス
で
は
、「
総
合
学
習
」
に
模
擬
裁
判
を
行
っ
た
り
、

「
模
擬
国
連
」（
＊
２
）
の
活
動
に
参
加
し
た
り
と
、
生

徒
の
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
そ
う
し
た
生
徒
が
主

役
に
な
っ
て
活
躍
で
き
る
取
り
組
み
を
、
全
校
体
制
で

推
進
し
て
い
き
た
い
と
、
平
野
先
生
は
強
調
す
る
。

　「
生
徒
に
主
体
性
を
求
め
る
以
上
、
我
々
教
師
も

新
し
い
企
画
を
ど
ん
ど
ん
出
し
、
挑
戦
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
徒
や
学
校
を
ど
の
よ
う
に

変
え
て
い
き
た
い
の
か
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

設
け
、
先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
指
導
改
善

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

「メディカルサイエンス」のルーブリック（発表用）図２

茨城県・私立江戸川学園取手中・高校

指
導
改
善
を
積
み
重
ね
、そ
の
成
果
を

学
校
全
体
で
共
有
し
て
い
き
た
い

＊１　高校生以下の子どもが化学の実力を競う全国大会で、１次選考ではマークシート方式による試験、２次選考では実験を伴う記述試験が行われる。
＊２　各国から学生・生徒が集まって国際問題について話し合い、最終的にある意見を採択するイベント。

「医療問題」の話し合いでクラス代表グループを決める際に用いる、生徒が相互評価を行う評価
シートも、このルーブリックを基に作成されている。 ＊同校の資料を一部抜粋して掲載
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